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「
理
数
大
好
き
モ
デ
ル
地
域
事
業
」の

一
環
と
し
て
、
本
棚
作
り
を
実
施
し
ま

す
。
ス
ギ
の
間か
ん
ば
つ
ざ
い

伐
材
か
ら
生
ま
れ
た

キ
ッ
ト
を
使
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
を

付
け
て
、「
マ
イ
★
本
棚
」
を
完
成
さ
せ

よ
う
！

日
時　

12
月
23
日（
火
・
祝
）
午
前
10

時
～
正
午

場
所　

市
中
央
図
書
館
視
聴
覚
室（
２

階
）

講
師　

都
賀
剛
氏（
つ
く
ば
ね
森
林
組

合
業
務
係
長
・
林
業
技
士
）

対
象　

市
内
に
在
住
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
※
金
づ
ち
を
扱
う
た
め
、
低

学
年
は
必
ず
保
護
者
同
伴
。

マ
イ
★
本
棚
を
作
ろ
う

定
員　

20
人

用
意
す
る
物　

筆
記
用
具
、
色
鉛
筆

参
加
費　

無
料
※
保
護
者
分
の
キ
ッ
ト

は
付
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
方
法　

必
要
事
項（
左
記
の

記
入
方
法
参
照
）
を
明
記
の
上
、
往

復
は
が
き（
お
子
さ
ん
１
人
に
つ
き

１
枚
）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
12
月
15
日

（
月
）午
前
10
時
か
ら
市
中
央
図
書
館

会
議
室
で
公
開
抽
選
を
行
い
、
12
月

17
日（
水
）ま
で
に
返
信
は
が
き
で
ご

連
絡
し
ま
す
。

申
込
締
め
切
り
日　

12
月
14
日（
日
）

必
着

問
い
合
わ
せ　

市
中
央
図
書
館
☎
８
７

１
・
１
４
０
０

（往信用表面）

〒300-1211

牛久市柏田町3304-1
牛久市中央図書館
｢マイ本棚を作ろう｣行

（返信用裏面）

※ここは何も書かな
いでください。

往
信

（返信用表面）

申込者の郵便番号
　　　　住所
　　　　氏名（様）

（往信用裏面）

①住所
②氏名（お子さん）
③年齢（お子さん）
④電話番号
⑤保護者同伴の場合

は保護者氏名

※1枚につき1人のみ

返
信

◆往復はがきの記入方法◆

再
び
芋
銭
を
考
え
る
②

　

前
回
に
引
き
続
き
、
芋
銭
年
譜
中
の「
通
説
」に
つ
い
て
考

え
ま
す
。

　

明
治
21
年（
20
年
と
記
す
も
の
も
あ
る
）、
芋
銭
は
、
政

治
家
・
尾
崎
行
雄
の
薦
め
で「
朝
野
新
聞
」
の
客
員（
画
工
）

と
な
っ
た
。
そ
の
年
の
夏
、
会
津
の
磐
梯
山
大
噴
火
と
い
う

大
事
が
勃
発
、
芋
銭
は
、「
朝
野
新
聞
」
の
特
派
員
と
し
て
現

地
に
赴
き
、
惨
状
を
写
し
た
。
芋
銭
に
関
す
る
文
献
に
は
、

例
外
な
く
こ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
通
説
」に
疑
問
を
投
げ
掛
け
る
資
料
が
、
小
川
家
の

芋
銭
旧
蔵
資
料
中
に
存
在
し
ま
す
。
芋
銭
あ
て
の
尾
崎
行
雄

書
簡
が
そ
れ
で
、
内
容
は
以
下
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
ま
す
。

　

留
守
中
に
届
け
ら
れ
た
芋
銭
の
絵
画
を
新
聞
紙
上
に
掲

載
し
た
い
が
い
か
が
か
。
ま
た
、
近
々
開
催
さ
れ
る
博
覧

会
の
会
場
風
景
を
描
い
て
も
ら
い
た
い
。
つ
い
て
は
、
社

屋
ま
で
ご
足
労
願
い
た
い
。

　

書
簡
が
書
か
れ
た
年
は
不
明
で
す
が
、（
第
３
回
内
国
勧

業
）博
覧
会
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
明
治
23
年
と

特
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

明
治
21
年
に
、
芋
銭
が
朝
野
新
聞
の
客
員
に
な
っ
た
と

す
る
と
、
こ
の
書
簡
の
丁
重
極
ま
り
な
い
文
面
や
、
社
屋

で
会
い
た
い
と
伝
え
る
と
き
、
社
屋
の
所
在
地
ま
で
明
記

す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

芋
銭
と「
朝
野
新
聞
」
と
の
か
か
わ
り
は
、
こ
の
書
簡
に

よ
っ
て
始
ま
っ
た
、
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
し
ょ
う
。

　

事
実
、「
朝
野
新
聞
」を
精
査
し
て
み
る
と
、
こ
の
書
簡
ど

お
り
に
、
芋
銭
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
21
年
に「
朝
野
新
聞
」
の
客
員
と
な
る
は
、
明
治
23

年
に
改
め
ら
れ
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。

　

小
川
芋
銭
研
究
セ
ン
タ
ー　

北
畠
健

画聖
小川芋銭

芋
銭
あ
て
尾
崎
行
雄
書
簡

（
小
川
耒
太
郎
氏
蔵
）


